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音楽好きな友の会（音友会）

川崎市国際交流センター

「ヘルマンハープで映画の旅」
楽器に楽譜を差し込んで演奏するタイプのハープ、
ヘルマンハープの演奏グループ「オカプラ」です。ヘ
ルマンハープは小さな楽器ですが、数人のアンサン
ブルで弦楽器特有の豊かな響きを味わうことがで
きます。今回は「ヘルマンハープで映画の旅」をテー
マに演奏をお届けします。

●予定曲目 
1.ムーンリバー
2.ゴッドファーザー愛のテーマ
3.海の見える街
4.川の流れのように
5.さくらさくら

●予定演目
・三本柳さんさ踊り
・うすずみ太鼓
・はね娘踊り
などの実演あり

●日時：2022年1月20日（木）
12：00開場／12：10開演／12：40終演予定
●場所：川崎市生涯学習プラザ　●料金：無料
●出演：オカプラ/ヘルマンハープ 

【来場の注意点】マスク着用、連絡先記入、
検温、入場制限がございます。

第108回 ランチタイム・ロビーコンサート

そして音楽の旅は続く連載28 ジャズボーカリスト

星乃けい

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム｢NEARNESS OF YOU/星乃けい｣、
2006年12月20日｢IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい｣をリリース。ジャズファン、ジャズメン、オーデ
ィオファンから高く評価支持される

過密スケジュールで疲れてた ofcialwebsite
https://www.hoshinokei.com

　新年あけましておめでとうございま
す。皆様にとって2022年が穏やかで
明るい年になりますようお祈り申し上
げます。コロナウィルス感染症が拡大
して以来、私達のような生演奏を生業
とする音楽家はLIVE中止や、ガラガ
ラの店内、YouTube配信でしか活動
ができませんでした。でも昨秋やっと
活動が再開され、とても嬉しいです！
クリスマスには(As)大友義雄さん、
(P)山本剛さん、(B)香川裕史さん、
(Ds)大隅寿男さんと恒例のクリスマ
スライブで賑やか～楽しかった～。ま
ずはお客様が会場にいて、ゴキゲン
なミュージシャンがいて、企画してく
れるお店があって、本当のジャズ
LIVEは成り立つんだなー。やっぱり
LIVEは最高です。やめられませんね。
どうか今年は感染者が増えませんよ
うに。　　

　さて昔々の話に戻りましょう。10代
のころは地道なコンサート活動をして

た。ライブで唄えるのは１００の仕事
をこなして1回程度でした。後年に
なって思ったのですが、ヒット曲が出
ると必ずこのような壁が現れるので
はないかと。ここを踏ん張ることがで
きれば、一流への道が開けます。一流
になればスケジュール調整にも加わ
れるかもしれません。プロデューサー
の石坂敬一さんは私を中島みゆきさ
んのようにしたかったと、亡くなる前
に話してくれました。でも当時の私は
時折、壁の前で頭を抱えたりしていま
した。もちろん目一杯楽しい時代でも
ありましたよ。活気と熱気と刺激が
あって、芸能人に会う機会もこの頃が
1番多かった。でも、歌を唄いたい
なぁって。。。

いましたが、20代にはLPが発売さ
れ、まとまった曲数ができたので遂に
ライブハウスでの単独LIVEが始まり
ました。レコーディングではスタジオ
ミュージシャンが演奏しますが通常の
L IVEについては、事務所が専属
ミュージシャンを付けてくれました。た
しかピアノトリオ＋ギターの編成で、レ
コーディングされたものと同じ事がで
きるように何度もリハーサルを重ねま
した。いつも良い仕事をしてくれる
ミュージシャンには感謝でしたが、こ
の頃の私は恐らくベストを尽くせてい
なかったような気がします。若いんだ
し、人並外れて身体が弱いわけでもな
いんだけど、過密スケジュールで疲れ
てたのかなぁ？何だか不完全燃焼の
記憶があります。　

　ヒット曲を出すために、それから
ヒットが出てからの日々を、私はとて
つもなく長い時間に感じていました。
その間、じつは歌を唄う機会は激減し
ていて、撮影、取材、喋る仕事が殆ど
でした。ラジオ出演をしてもお喋りの
後はレコードを回してくれる…だから
歌は唄わないんです。大事な仕事ば
かりですが、唄うことが好きで始めた
私には、言葉にできない疲労が毎日
少しずつ溜まっていくような感じでし

和太鼓と民舞によるミニ交流会
「和太鼓祭音」と「平間わんぱく少年団」の
2つの和太鼓チームの活動紹介と実演

川崎市生涯学習プラザ ●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室 総務係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5560
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41 

●お問い合わせ
川崎市国際交流センター
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
ホームページ https://www.kian.or.jp 
川崎市中原区木月祗園町2-2
元住吉駅から、徒歩10分

　『Ｍマガジン』表紙撮影でお馴染みの
カメラマン安田芳郎さんの故郷の仙台
で、昨年仙台で活躍する6人のDIVE（歌
姫）が祈りを込めて歌う「一夜限りのコン
サート」が仙台駅から徒歩10分にある青
葉区のイベントホール「電力ホール」で
開催されました。その宣伝広告ツール
（右・写真）のアーチストの写真や当日の
ライブ撮影を安田さんが依頼された事
がきっかけとなり『Ｍマガジン』の表紙に
6人のDIVが毎月一人ずつ表紙を飾るこ
とになりました。さらに、6人のDIVE代表
である宗久真紀さんの連載で仙台の街
や自分たちの音楽ライフを通しての記
事を書いていただけることになり、仙台
の街にも『Ｍマガジン』が配布されること
になりました。なんと、元住吉と仙台の街
が音楽情報で繋がれます。ぜひ仙台の
音楽情報をお楽しみください。

音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

Ｍマガジン・サポーター（店舗情報の詳細は「音楽好きな友の会」公式ウェブサイトにてご確認下さい）
●公共機関 
・区役所 中原区役所５Ｆなかはらっぱ 中原区小杉町3-245　Tel.044-744-3113
・会館 川崎市国際交流センター 中原区木月祗園町2-2　Tel.044-435-7000
・会館 川崎市生涯学習プラザ 中原区今井南町28-41　Tel.044-733-5560
・会館 かわさき市民活動センター 中原区新丸子東3-1100-12 　Tel.044-430-5566
・郵便局 川崎井田郵便局 中原区井田中ノ町25-1　Tel.044-766-9724
・郵便局 川崎ブレーメン通郵便局 中原区木月1-31-5　Tel.044-455-1800
・郵便局 川崎木月郵便局 中原区木月住吉町11-12　Tel.044-411-9800
・郵便局 川崎木月大町郵便局 中原区木月大町11-27　Tel.044-722-3617
・放送局 かわさきFM 中原区小杉町1-403 武蔵小杉タワープレイス　Tel.044-712-1791
・推進協議会　 「音楽のまち・かわさき」推進協議会 幸区大宮町1310 ミューザ川崎セントラルタワー5階 Tel.044-544-9641
●元住吉西口（ブレーメン通り／井田中ノ町商店街通り） 
・音楽教室 SouleaveMusic School 中原区木月伊勢町10-1三起ビル302　Tel.044-750-8992
・ワインバー 24 Wine&Coffee Stand 中原区今井南町37-13-101　Tel.044-573-3437
・カラオケスナック ROCOCO 中原区今井南町37-13-102 　Tel.044-733-7777
・鉄板焼 ゆうき亭 中原区木月1-28-16　Tel.044-434-6999
・ヘアサロン キャメルヘアーデザイン 中原区木月1-32-10 中嶋ビル1F　Tel.044-872-7375
・カフェ 水谷珈琲 中原区木月1-32-16 1F　Tel.044-577-4288
・果物 フルッチョ 中原区木月1-35-1　Tel.044-433- 3338
・パン リップル 中原区木月3-10-20　Tel.044-863-6554
・コーヒー専門 MUI （旧 もとえ珈琲） 中原区木月3-13-2　Tel.044-767-1368
・イタリア料理 オステリアボッカーノ 中原区木月3-17-16 新井ビルB1F　Tel.044-411-1003
・音楽教室 島倉学ミュージックスクール 中原区木月3-35-1ART FLATS B1F　Tel.044-567-5490
・音楽教室 有隣堂日吉センター 中原区木月4-31-7　Tel.044-411-5701
・コインランドリー マンマチャオ元住吉店 中原区井田中ノ町4-1 メゾンアッシュ　Tel.0120-027-217
・理容室 Hair Salon Airs  中原区井田中ノ町5-3 関根ビル1F　Tel.044-755-0273
・接骨院 井田名倉堂・栗山接骨院 中原区井田中ノ町6-27　Tel.044-766-0850
・ヘアサロン 波照間 中原区井田中ノ町8-1　Tel.044-797-5692
・デザイン制作 アルケファクトリー 中原区井田中ノ町8-43　Tel.090-4362-5413
・カフェ フォレストコーヒー 中原区井田中ノ町33-1　Tel.044-754-1156
・時計・貴金属 つだとけいてん 中原区井田中ノ町33-2　Tel.044-766-6022
・不動産 福街不動産 中原区木月祗園町12-1　Tel.044-750-0409
●元住吉東口（オズ商店街通り） 
・介護センター みずたま介護ステーション元住吉 中原区木月2-2-3 メゾンミール元住吉　Tel.044-430-6963
・お茶 金子園 中原区木月2-2-36　Tel.044-411-5877
・鍼灸院 和式整体＆整心の『響氣』 中原区木月2-3-35 住吉名店センター401　Tel.044-433-2880
・Cafe+Cake Baloo(バルー) 中原区木月2-7-8健庄ビル1F　Tel.044-789-9625
・介護センター ツクイ 中原区木月2-8-5MKビル1-B　Tel.044-431-0027
・古本・ＣＤ 凸っと凹っと 中原区木月2-10-3
・整骨院 オズ整骨院 中原区木月2-11-12 　Tel.044-740-9100
・調剤薬局 綱島街道薬局 中原区木月2-16-10　Tel.044-750-0374
・飲み喰い処 粋い仙ん 中原区木月2-20-47　Tel.044-411-8980
・イタリア料理 自在屋 中原区木月4-10-6　Tel.044-433-5644
・STEAK ステーキグラム元住吉店 中原区木月住吉町7-7　Tel.044-433-4129
・Gステーション ENEOSダイヤ商事 中原区木月住吉町21-1　Tel.044-411-5863
・ライブハウス　  パワーズ2　 中原区木月住吉町21-5　Tel.044-455-0007
・音楽教室   Studio An（スタジオ・アン）  中原区苅宿4-48 　Tel 045-312-3146(横浜アオバ楽器)
●元住吉近郊 
・喫茶室 シンフォニー 川崎市幸区矢上11-1　Tel.044-599-3499
●武蔵小杉近郊 
・紅茶専門店・喫茶室 Tea House ローズマリー 中原区小杉町3-70-4 ホーユウパレス1F　Tel.044-733-1076
・蕎麦店 そばあさひや 中原区小杉御殿町2-42-7　Tel.044-722-1768
・珈琲店 Cafe TEMO（テモ） 中原区上小田中6-1-5　Tel.044-755-8234
・喫茶店 Coffee Spot Life（ライフ） 中原区上小田中6-22-13　Tel.044-722-0024
・喫茶店 ショップカフェハット 中原区新城1-16-12　Tel.044-788-0116
●元住吉外郭・他 
・調剤薬局 駒沢通り薬局 東京都目黒区中央町2-40-8　Tel.03-6412-7318
・写真 PHOTO SHOP 銀嶺 東京都港区六本木7-8-4　Tel.03-3408-5406
・レストラン＆バー Public House ぴあにしも 川崎区小川町16-15ヒロサワビル103号　Tel.044-201-1668
・調剤薬局 オレンジ薬局川和町店 横浜市都筑区川和町1218-1F　Tel.045-929-1005
・カフェレストラン カンファー・ツリー 横浜市中区海岸通1-1横浜貿易協会ビル　Tel.045-211-2200
・ジャズ喫茶 マシュマロ 横浜市中区山下町214 巴里堂ビル2F　Tel.090-2202-3294
・八百屋 八百屋ジャズ 東京都世田谷区等々力２丁目16-14　Tel.03-3701-3860

　音楽好きな友の会（音
友会）が音楽を通して東
急東横線「元住吉駅」を
中心に地域活性化活動を
始めて本年で8年目にな
ります。その活動も2020年11月よりコ
ロナ拡大防止で休会し、昨年の12月で
丸1年になりました。 音友会主催の「音
友レコード倶楽部」および「元住吉ミュー
ジック・フェスティバル」も中止となり、参
加を予定をしていた皆様には大変ご迷
惑をお掛けしました。本年は開催場所の
確保等が出来次第、各イベントの再開が
できるよう準備しております。 実施の節
はぜひ会場にお出かけください。
　音友会・クラシックソサエティー田島
華乃、および音友レコード倶楽部スタッ
フ藤田順治、大場明弘、モットンクラブの
演奏メンバー、牧野くみ、牧野ケント、永
瀬晋、他に記録の安田芳郎、広報の神山
昇、音響メンバーともに、今年も頑張りま
すのでよろしくお願い致します。

音楽好きな友の会代表　塚田親一
motton club代表　牧野くみ

2022年。謹賀新年。 2022年。Mマガジンの
上半期は、仙台のJAZZ事情を発信します。

宗久真紀
（むねひさ まき）：
ヴォーカリスト
宮城県気仙沼市出身。
2008年 東京新宿
「シャンパーニュ」シャ
ンソン専門ライブハウ
スのオーディションに合
格。ふるさと気仙沼も大きな
被害を受けた東日本大震災
後、拠点を仙台に移し、東北を中
心にディナーショーを展開し、重ね
る。2013年 独自の世界観とメッセー
ジを表現した全曲オリジナルを収録し
たアルバムを発表。2019年から「多
賀城市民の歌謡祭」を企画プロ
デュース。FMいずみ／FM塩釡
BAYWAVEにてラジオ番組「宗久
真紀のアモーレカンターレ」放送中。

好評連載中
「横笛のある暮らし」
黒沼千比呂

ＰＲ動画完成配信中！

音友レコード倶楽部

1月の集いは
中止となりました。

お知らせ
連載「団塊じじいのジャケ買い遍歴（神山昇・記）」は今月より6回休止になります。
連載「Take8（塚田親一・記）」は今回休止になります。

▲2021年12月に行われたコンサートのチラシ
写真は安田芳郎さん、撮影。

DIVAS OF SENDAI, MAKI

●日　時：2022年2月5日（土）14：00～16：00
●会　場：川崎市国際交流センター ホール
●発表者：和太鼓祭音、平間わんぱく少年団
●入場料：無料
●定員：100名（先着順）
●申込方法：電話、メール、HP申込みフォームにて



　お世話になっております。今月もまた
ギターを始めたばかりの方にお勧めな
ギター小ネタをソウリーヴ・ミュージッ
ク・スクール永瀬がお送りいたします。
　またまたここのところ継続中のファン
クギターカッティングの続きです。
…前回までのフレーズはマイナーキー
(ドリアンモード)でのご紹介でしたが、
カッティングはメジャーキーでももちろ
ん可能なんですよね。
　今回はよく使われるメジャー系のモー
ドで、Aミクソリディアンモードで攻めて
いきましょう。
　作戦は4弦ルート型(D型)と6弦ルート
型(E型)のコードを軸に組み立てていき

ます。
　まずは6弦ルート型のコードをイメー
ジしつつ低音弦で攻めていき、低音部
でベースを効かせたフレーズ、そこから
音域を変えて、4弦ルート型のコードをイ
メージした音階で音程に強烈に高低差
を付けたフレーズに仕上げていきます。
　このように前回のマイナーキーと同じ
く、メジャー系でも結構カッコいいフレー

　大学3年生の12月に就職活動を本
格的に始めた私は、学生時代にしてい
たアルバイト経験のおかげと、音大とい
う特殊な環境にいることでのエピソード
の強烈さのおかげで、思っていたより順
調に駒を進めていました。4年生の4月
には内定をいただけた会社もあり、気
持ちに少し余裕も生まれていました。
　そんな頃、大学生活の中ではかなり
大きな出来事となる教育実習をさせて
いただきました。実は小学生の頃から、
1番なりたくない職業が教師でした。そ
んな人間が何故教員免許を取得しよう
としていたのかというと、何か資格があ
れば将来役に立つのではないかという
周りの大人からの勧めで、とりあえず取
れるものは取っておこうくらいの気持ち
で教育の授業を履修していました。実
際の教育実習では、やはり自分の研究
授業(実際に授業を担当させていただ
く)がとても大変でした。何もかも上手く
いかなくなる夢を直前に見て、うなされ
たりもしていました。ですが、生徒と関
わることは予想していたより楽しく、以
前より他人からは向いているのではと
言われていた教師でしたが、確かに性
に合っているようにも感じた数週間でし
た。先日、当時の記録簿を発見し懐かし
く目を通してみましたが、自分なりに頑
張っているつもりで大人として生徒に
関わっているつもりでもありましたが、
文章の端々からまだまだ学生だった当
時の稚拙さを感じました。それでも、当
時教育実習を経験させていただいたこ
とは、確実に今の自分に生かされてい
るとも感じました。形態や対象は全く違
えど、フルートや音楽の楽しさや奥深さ
を人に伝える、という原体験になってい
ると思います。
　大充実の教育実習を終えた直後、本
命の会社から内定をいただき、実習と
ほぼ同時に就活も幕を閉じました。
　そこからはフルート漬けの生活！と思
いきや、授業があまりないのを良いこと
にバイト漬けの生活が始まります。とは
言っても、実技試験はやってくるので練
習にも追われつつ…バイト先の休憩室
で音が出ないように、軽く息を出しなが
ら指の練習をした時もありました。前期
試験の直前にフルート科で風邪が流行

り、しっかり流行に乗ってしまった私。試
験時には学籍番号と名前を言ってから
演奏を始める、というのが当時の試験
スタイルだったのですが、ほぼ声が出な
い私がガラガラなささやき声で名前を
言うと、試験管の先生方が失笑してお
り「最悪だ…」と思いながら演奏を始め
たことを鮮明に覚えています。しかもそ
の後、演奏中に息を吸うたびにむせそう
になるという、史上最も過酷な本番でし
た。それをよく覚えているので、今では
本番前の体調管理には気を遣っていま
す。(当時の私の名誉のために、当時の
私なりに体調に気をつけていたことは
明記しておこうと思います)
　4年生最後の試験は、集大成となる
ので大曲を選ぶ傾向にあります。私の
通っていた武蔵野音楽大学のフルート
科では1年生の前期にバロックのソナ
タ、後期にバロックのコンチェルト、とい
う課題がありましたが、それ以降は自由
曲です。大学生の頃はクラシック音楽
を勉強しているわりに、クラシック音楽
のレパートリーにあまり興味がなく、フ
ルートの曲もあまり知りませんでした。
知っているのは自分が演奏したことの
ある曲と、仲のいい友達が演奏してい
て、よく練習を耳にしていた曲程度。な
ので毎回試験のために曲決めをする時
も、先生から提案された候補の中から
選んでいました。しかも大半が消去法で
…今では吹いてみたい曲がありすぎ
て、楽譜集めが趣味と化しているので
すが、きっとこれも当時の私が知ったら
卒倒するだろうなと思います。
　大学最後の試験に選んだ曲はハチャ
トゥリアンのフルートコンチェルト。ハ
チャトゥリアンは運動会などでよく耳に
する「剣の舞」という曲を作曲した人で
す。試験では強制ではないものの、暗譜
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40年の時を超えて “ABBAサウンド”再び 白仁田 一浩

　 私の場合、一定期間ポップスを聴い
たら次は一定期間ジャズを聴くという
サイクルがあり、そろそろジャズが無性
に聴きたくなる時期に突入した様だ。
そこで今回はジャズのトランペット奏
者の中で『ワンホーンアルバム』を中心
に紹介していこうと思っている。しか
も、今回はマイルス・デイヴィス、クリ
フォード・ブラウン、リー・モーガン等沢
山のアルバムを吹き込んで人気のある
方々ではなく、少し地味なトランペッ
ターを５人程取り上げてみた。
　●ケニー・ドーハム「静かなるケ
ニー」(1959)（写真①）
　一般的にトランペットというと、派手
でブライトな音色で吹きまくるイメージ
があるが、アルバムタイトルの「静かな
るケニー」の通り、ここでのドーハムは
落ち着いた、メロディアスなアプローチ
を心がけている。1曲目の“蓮の花
（ロータス・ブラッサム）”はドーハムの
代表曲のひとつとして有名なナン
バー。曲は、まずアフロ・キューバン風
の3連を基調としたリズムをドラムスが
打ち出し、メロディの冒頭部分を奏で
始めるが、すぐに4ビートとなり、軽快に
進行する。続く2曲目のバラード・ナン
バー“マイ・アイディアル”における抒
情性に満ちたトランペットも絶品でメロ
ディ・ラインが心にしみるように吹いて
おり、この2曲は動と静のコントラスト
の妙が味わえて、本作の深みをより実
感できる内容となっている。
　●ブルー・ミッチェル「ブルーズ・
ムーズ」(1960)（写真②）
　クリフォード・ブラウンと同じ1930

年生まれ。広がりのあるふくよかでクリ
アーなトーン、加えて歌心溢れるプレ
イ・スタイルで知られるプレイヤーであ
る。このアルバムはリヴァーサイドレー
ベルにおけるワンホーンの傑作であ
る。このアルバムの中では何と言って
も1曲目の名スタンダード“アイル・ク
ローズ・マイ・アイズ”が必聴でトラン
ペットのトーンの清々しさとロマン
ティックなメロディ・ラインのマッチン
グの素晴らしさ、ジェントルで歌心満点
のトランペット・ソロが聴ける。
　●ジョニー・コールズ「ザ・ウオー
ム・サウンド」(1961)（写真③）
　トランペットの音はマイルスの音に
似ているが、一方で小気味よくスイン
グしている感じがちょっとマイルスより
も古めかしくて、好感が持てるきっちり
とした正統派のジャズを奏でるミュー
ジシャンである。まさに、アルバム全体
はタイトル通り、ウォームで楽しげな
ハードバップの名盤に仕上がってい
る。この中では3曲目のハロルド・アー
レンのスタンダード名作“カム・レイン・
オア・カム・シャイン”が絶品でミドルテ
ンポに乗って吹き上げる落ち着いた
フィーリングのコールズ・サウンドが素
敵である。
　●ブッカー・リトル「ブッカー・リト
ル」(1960)（写真④）
　ブッカー・リトルはクリフォード・ブラ
ウンの流れを汲んでおりドーハムと同
様、マックス・ローチのクインテットに参
加していたこともある。また、ハイス
クール時代に主にクラシックを学んで
いた為かアドリブはクラシッ音楽の影

久しぶりにトランペットの
ワンホーン等の演奏を聴いてみた 藤田 順治

ファンクギターの花形、カッティングソロ　その3
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ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/

元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

地域の、全国のミュージシャン、そして音楽活動に関わるあらゆる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、ライブと楽曲の発信活動を後押ししていくことが目的です。
元住吉から世界に向けて配信して行きます。アーチスト・メンバー募集中！！
現在、登録アーティストメンバーが演奏動画を配信しています。
演奏者の方々で「モットンクラブ」から配信希望の演奏動画を募集しています。
（近郊で企画、運営可能なスタッフメンバーを募集中です）

黒沼千比呂(くろぬまちひろ)：フルート奏者
武蔵野音楽大学卒業。
現代のフルートのみならず、ルネサンス・フルート、
バロック・フルートなど、当時の楽器や奏法を
積極的に取り入れる古楽演奏でも活動しています。
フルートアンサンブルQuatuor acorde、
コンソート・ペルティカ、コルテ・デル・トラヴェルソの
メンバー。フルート教室ポルテ主宰。
演奏会の企画、運営、広報デザインなども担当。
http://www.porteflute.weebly.com

▲①Voyage/ABBA ▲②Greatest Hits Vol.2
/ABBA

▲③ABBA/ABBA ▲④The Visitors/ABBA ▲⑤Voulez-Vous/ABBA

したほうが印象が良いという暗黙の
ルールのようなものがあり、ほとんどの
人が暗譜で演奏していました。私もそう
していたのですが、この曲は本当に試
験直前まで頭に入らず苦しんだ覚えが
あります。そして終わって満足したの
か、あっという間に頭から抜け落ちてし
まったので、今でも楽譜を見なければ冒
頭しか思い出せません…最近は「暗譜
至上主義」のような流れは以前より随
分減ってきて、例えばプロのオーケスト
ラでのコンチェルトでも楽譜を見ながら
演奏する方が増えてきました。暗譜する
というのも練習方法の一つではあるも
のの、どうしても演奏そのものがコピー
のようになりがちなので、音楽の流れや
展開を理解しある程度覚えておくこと
は必要不可欠ですが、実際に楽譜を見
ずに演奏することが必ずしも良い演奏
であるとは限らない、というのが現在の
私の見解です。

ズが作れますね。
　ファンク系はもちろんのこと、ブルー
ス系、ロック系にも非常にマッチすると
思います。
　ファンク系でのカッティングソロはか
なり強烈なインパクト&可能性を秘めて
いますので、ぜひチャレンジしてみてく
ださいませ！
　というわけでまた次回！

宗久 真紀

　初めまして、仙台を拠点に活動して
いるシンガー宗久真紀と申します。
　この度はご縁があり、仙台から音楽
だよりをお届けさせていただくことに
なりました。仙台のこと、私達地元の歌
手のこと、先人たちが繋いでくれた
JAZZ（音楽）のことなど、楽しくお伝え
できればと思います。どうぞ宜しくお願
い致します。
　さて、仙台のお正月は「初売り」から
元気に始まります。歴史は古く、藩政時
代の文化文政年間（1804～1824
年）に発行された『仙台年中行事』とい
う書物に「2日朝早くから店の格子戸を
叩いて初売り初買い……」という記述
が残っており、当時すでに仙台藩のみ
ならず広く藩外にも知られた行事で
あったことがうかがえます。近くには日
本三景で知られます『松島』や『塩釜神
社』『秋保温泉』などがありますが、私が
生まれ育ったところは、もう少し北の港
町、気仙沼市です。港には大きな船が
並び、「おかえりモネ」の舞台にもなりま
した、大島がキラキラ光る海の向こう
側に見えます。
　私達東北の人間に取りまして忘れら
れない、東日本大震災は大きな被害を

曲が出来上がる。その感動がお客様へ
伝わり喜びを分かち合えるものがコン
サートの素晴らしさだと思います。
　先月の16日仙台の伝統あるホール
（1000人規模）にて“DIVAS OF 
SENDAI」仙台の歌姫6人と総勢22
名のバンドでのコンサートを開催致し
ました。『祈りを込めて歌う』今までは
一人ひとり活動していた6人がこの企
画の為に集まり一丸となって取組みま
した。演奏は、JAZZのスタンダードナ
ンバー“Take The“A”Train”や“星
に願いを”等、音楽監督の中野正敏
（84歳）のアレンジも光り感動を呼び
ました。そのコンサートの様子なども改
めてレポートしていきたいと思います。
6人のDIVA今月号から順にご紹介さ
せていただきますので、表紙と共に楽
しみにしていてください。
　どうぞ宜しくお願い致します。

もたらしました。あれからもうすぐ10年
が経とうとしております。
　私の故郷を始めとする沿岸の街々
はすっかり変わってしまいました。私の
父が営んでいた紳士服店も津波で流
され、家族は無事でしたが家もなくなり
ました。不安でいっぱいだった私を音
楽活動を支えてくれていた人たちが、
励まして背中を押してくれて、歌うこと
を再開することが出来ました。両親もと
ても喜んでくれました。その時に作成し
たオリジナル7曲を収録したCDの中
に“泣いていいよ”という自ら作詞した
歌があります。ライブやコンサートの度
に、最後に歌わせていただいてきまし
た。涙を流して聞いてくださる方や最
近では私にお客様から「泣いていい
よ」と声をかけてくれるほど皆様とを繋
いでくれた歌に感じます。このコロナ禍
では人との距離が制限され演奏する
機会もなくなり、音が消えたと思う瞬間
もありました。あの時のことを思い出し
ました。音楽を文化を継続していかな
ければ！人間らしく生きる為にはなくて
はならいもの。音楽を創り出す瞬間は、
特にJAZZの演奏では、それぞれの役
割りの楽器が「思いやり」を積み重ね一

杜の都仙台からの音楽だより連載01
「泣いていいよ」。自ら作詞した歌があります。

「モダン・フルート」
現代使われている所謂フルート。写真下はピッコロ。
ルネサンスやバロック期には木製だったフルートも、産業改革の恩恵を受け、金属を扱いやすく
なったことや、より広い会場で演奏することが増え音量の増大を求められたことで金属製へと変
化していった。

▲①Quiet Kenny/
Kenny Dorham

▲②Blue's Moods/
Blue Mitchell

▲③The Warm Sound/
Johnny Coles

▲④Booker Little
/Booker Little

▲⑤Tears for Dolphy
/Ted Curson

　予約してから首を長くして待ってい
た新譜が今日、届いた。言わずと知れ
たスウェーデンの世界的ポップグルー
プ、アバの「Voyage」（写真①）。実に
40年ぶりとなるニューアルバムだ。伝
説的アーティストゆえ今更語るまでも
ないのだが、この記念すべき作品を機
にアバの魅力をあらためて振り返って
みようと思う。
　アグネタ、ビョルン、ベニー、アンニフ
リッド（フリーダ）の４人から成るアバ。
グループ名の「ABBA」は４人のイニ
シャルを並べたもので、きわめてシン
プルながらこれを超えるものは考えら
れないほど秀逸なネーミング。アバの
曲を一言で表せば、全作品の根底にあ
る安定したメロディと親しみやすさ、そ
して決して安易な意味ではない“聴き
やすさ”に尽きる。何度聴いても飽きる
ことが無く、耳に心に焼き付いてむしろ

更に聴きたくなってくるのである。
　代表曲は勿論1976年に世界を席
巻した“ダンシング・クイーン”で、『音
楽に興味がなくアバを知らない人でも
この曲は知っている』と言われるほど。
まだアバを本格的に聴いたことが無
い、またはこれから聴いてみたいとい
う方 に は 厳 選 1 4 曲 を 収 め た
「Greatest Hits Vol.2」（写真②）を
お勧めするが、当然のことながら他に
も名曲が目白押しでこのアルバム１枚
ではとても語り切れないので何曲か紹
介しておこう。アバ最大の魅力がアグ
ネタとフリーダによるハーモニーの美
しさだが、その最たる２曲が”アイヴ・
ビーン・ウェイティング・フォー・ユー”
（「ABBA」（写真③）に収録）と”スリッ
ピング・スルー・マイ・フィンガース”
（「The Visitors」（写真④）に収録）
で、いずれもため息の出そうな美しい

バラード。”ヴーレ・ヴー”（「Voulez-
Vous」（写真⑤）に収録）は当時のディ
スコ・ブームを盛り上げ、手拍子とブラ
スセクションをバックにした迫力溢れ
る分厚いサウンド。等々、挙げ始めると
切りがないので、あとは是非皆さんで
聴いていただきたい。
　さて冒頭で触れた新譜の「Voyag-
e」。アグネタとフリーダの歌声、メロ
ディ、編曲など全てが全盛期を彷彿と
させ、落ち着きと円熟味を加えた期待
を超える出来栄えとなった。先行配信
された”ドント・シャット・ミー・ダウン”な
どは”アバ節”そのものであり、ラスト
の”オード・トゥ・フリーダム”はその深
遠さに思わず目を閉じて聴き入ってし
まう。40年の時を超えて再び素晴らし
い音楽を届けてくれたアバに心から感
謝したい。

響を受け、曲によって変奏曲、交響曲、
ソナタ形式の展開を思わせるように全
体的な構築を考慮しながら展開してい
る様である。ブッカー・リトルはこのア
ルバム発表の翌年1961年に23歳の
若さで亡くなったが、このアルバムで
共演しているベースのスコット・ラファ
ロも吹き込み後、ほどなくして亡くなっ
ているだけに貴重な1枚と言える。6曲
目のバラード“フー・キャン・アイ・ター
ン・トウー”はメロディの良さを引き立た
せる演奏をしており、何よりもトラン
ペットの音色が素晴らしい。本当に技
術の優れた演奏と、独特の音色が最高
である。
　●テッド・カーソン「テイアーズ・
フォア・ドルフィー」(1964)（写真⑤）
　このアルバムのみワンホーンではな
くテッド・カーソンとビル・バロンのサッ
クスとの2管編成となっている。1964
年の夏に急逝したエリック・ドルフィー
を悼んでテッド・カーソンが仏・パリに
おいてレコーディングした一作である。
“ドルフィーに捧げる涙”は沈鬱な葬送
曲の楽想とテンポで奏でられる楽曲
で、押し寄せる悲しみをあたかも表現
したかの様で以前、在籍していたミン
ガス・グループの作風に通じるものを
感じさせる。

　これらのアルバムは地味なプレイ
ヤー達ではあるが代表と思われる作品
を今回はとりあげた。何か機会があれ
ば是非聞いていただけたらと思ってい
る。

▲「DIVAS OF SENDAI」歌姫6人と
総勢22名のバンドでのコンサートを開催

　歌い手の魅力ってなんだと思う？と
いうと、「生き方」なんだと思う。
とは言え、プロとしては歌唱力の高さ
など、歌そのものの技術は最低必要。
「上手いとか下手よりも、気持ちが大事
なんだ」という人にも会ってきたけれ
ど、プロとして生きるなら「上手い」は当
たり前のこと。気持ちというものは、技
術とは違って練習だけでは向上が難し
く、「どちらが大事か？」と簡単に比較で
きるものではない。
　そもそも気持ちとはなにか？歌に込
められたメッセージを表現することか、
はたまた、歌そのものをメッセージとし
て伝えることか。たとえば、「君が好き」
という４文字の歌詞があったとして、こ
れをどれだけ上手に歌ったところで、
単なる言葉として歌うだけでは心に響
かない。
　君が好き、の中には、「昔からずっと

一緒に苦楽を乗り越えてきた君が好
き」もあれば、「さっき会ったばかりだけ
どなんとなく君が好き」もある。もしかし
たら、「許されない恋だけど君が好き」
というものもあるかもしれない。
　同じ言葉であっても、その背景に
よって、歌詞はまったく意味を変えてし
まう。表現者というのは、これを「君が
好き」という言葉だけで、背景を伝える
ことなく、伝えなければならないもの。
だからこそ歌い手は表現者、アーティ
ストと呼ばれるのだと思う。
　では、言葉だけで心を揺さぶるには
何が必要か？これこそが、「歌い手の魅
力」だ。様々な経験をし、様々な考えを
巡らし、乗り越えようともがいてきた先
に、表現は存在する。何事もなく、当た
り障りなく、辛いことから逃げ、大変な
ことは人に押しつけ、弱い者を見捨て、
自分の都合の良い道だけを選んでき

た人の表現に、果たして心は揺さぶら
れるだろうか？ただ、残念ながら、その
判別を上手くできない世の中の風潮が
あれば、その判別をすることに意味な
んてあるのだろうか？という風潮さえ
ある。
　人の数だけ人の考え方があり、楽し
み方がある。全員に共通する正解なん
てないのかもしれない。しかし、世の中
に溢れる本物と偽物を見極め、より本
物に触れる機会が多い毎日を乗り越え
てゆく方が、長い目線で見た人生は充
実するだろう。
　僕は、次にどんな歌を歌うべきか。牧
野公美「青
い自転車」を
聴きながら、
僕は明日の
生き方を考
える。


